
行政・関係団体・関係企業等の協力をいただいてドナー登録会を進める。
一般にドナーの登録の呼びかけ、骨髄バンクの普及啓発活動を行う。

ドナー登録推進活動：2024年4月より2025年3月まで(年100回)
骨髄バンク普及啓発活動：不定期　年130回

愛知県内・名古屋市内の保健所、区役所、スーパーマーケット県内の自治体,
市役所等々

各地イベント、市民際等でのブース出展、講演会等での普及啓発活動

会員が１～３名ほど

一般市民全般

ドナー登録推進活動　　　350,000円
　1回：3,500円(広報ティッシュ代2,000円、交通費1人500円、補食費1人500円、その他諸経費500円）　100回

普及啓発活動　　　　　　　350,0000円
　1回：7,000円(広報ティッシュ代5,000円、交通費1人500円、補食費1人500円、その他諸経費1,000円）　50回

血液疾患患者・家族への生活面、精神面の支援、患者会の運営、
患者相談会の開催等

　患者会　：　年２回（６月、１１月）
　患者相談　：　適宜
　電話相談　：　適宜
　各種講演会、勉強会参加

（ウ）　活動場所
　患者会　：　喫茶店、公共施設会議室等
　患者相談　：　基幹病院での血液病棟、事務所等
　電話相談　：　事務所
　各種講演会、勉強会参　：　開催会場

（ア）　 事業内容

（イ）   実施予定日時

（ウ）   実施予定場所

（エ）   従事者の予定人数

（オ）   受益対象者の範囲及び予定人数

（カ）   支出見込み額

イ　患者支援事業
（ア）　事業内容

（イ）　実施予定日時

ア　ドナー登録活動

2026年度活動計画書（案）

１　事業実施の方針

コロナ感染症も５類になり、世の中がほぼ通常通りに動いている中、一時的に活動が縮小さ
れたものがまだ十分に回復していない現状を見据え、新たな活動方向を模索していく必要も
ある。昨年はボランティアミーティングが１回しか開催されなかったことを反省し、もっと
ボランティアも参加したくなるようなイベント等を増やしていく。また、財団が開始したス
ワブによる骨髄バンク登録の研究の動きを見ながら、実際に献血会場でどのような形で活用
できるのか、財団と連絡を密にしながら協力していきたい。

２　事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業



会員２～３名

（オ） 支出見込み額　　600,000円
　患者会　：　お茶代、会場代等　　　80,000円
　患者相談　：　交通費等　20,000円
　電話相談　：　事務所
　各種講演会、勉強会参　：　交通費・参加費等　200,000円
　通信費等諸経費　300,000円

登録会のお知らせ及び報告、骨髄バンクの現状報告、ドナーの意見、患者さん
の声の掲載等によりドナー登録の推進及び骨髄バンクへの理解を深めるための
啓蒙活動を行う。

2026年4月より2027年3月まで(年４回)

法人事務所

会員３～４名

血液疾患等の患者、一般市民

印刷代、郵送費等　65,000円×4回＝260,000円

（イ）  実施予定日時

（ウ）  実施場所

（エ）  従事者の予定人数

（オ）  受益対象者の範囲及び予定人数

（カ）  支出見込み額

（ア）　事業内容

（エ）　従事者の予定人数

ウ　広報誌発行事業


